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い
う
認
識
で
議
論
す
べ
き
だ
」

と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
経
団
連
の

根
本
委
員
の
代
理
で
出
席
し

た
池
田
三
知
子
・
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
本
部
長
や
廣
江
・
電

事
連
副
会
長
、
手
塚
・
鉄
連

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
委
員
長
の

３
氏
は
Ｃ
Ｐ
導
入
に
反
対
と

は
明
言
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

「
Ｃ
Ｐ
導
入
に
よ
る
副
作
用
の

分
析
・
検
証
が
必
要
だ
」「
日

本
で
の
導
入
に
向
け
て
楽
観

的
な
議
論
が
進
む
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
」
な
ど
、
Ｃ
Ｐ
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
も
目

を
向
け
、
慎
重
に
議
論
を
進

め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

た
だ
、
賛
成
、
慎
重
意
見

に
か
か
わ
ら
ず
具
体
的
な
制

度
設
計
を
視
野
に
入
れ
、
議

論
を
進
め
る
べ
き
だ
と
の
意

見
は
相
次
い
だ
。

★
「
排
取
」
は
電
力
に
照
準

環
境
省
の
有
識
者
会
議
が

３
月
に
ま
と
め
た
報
告
書
は
、

Ｃ
Ｐ
導
入
の
制
度
設
計
の
際

に
対
象
と
す
る
手
法
と
し
て

①
炭
素
税
②
炭
素
税
＋
排
出

量
取
引
③
直
接
規
制
―
―
の

３
点
を
提
示
。
で
き
る
だ
け

早
く
か
ら
導
入
し
、
最
初
は

小
さ
く
、
段
階
的
に
拡
張
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
指

摘
し
た
。

有
識
者
会
議
の
議
論
の
経

緯
を
見
る
と
、
環
境
省
は
３

案
の
う
ち
②
の
「
炭
素
税
＋

排
出
量
取
引
」
方
式
を
指
向

し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
っ

た
。
排
出
量
取
引
の
対
象
は
、

わ
が
国
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
の
４
割
を
占
め
る
電
力
部

門
が
有
効
と
し
、
電
力
業
界

に
導
入
の
照
準
を
定
め
て
い

る
。委

員
は
次
の
通
り
（
〇
印

は
今
年
３
月
ま
で
開
催
し
た

有
識
者
会
議
「
Ｃ
Ｐ
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
」
メ
ン

バ
ー
、
座
長
だ
っ
た
神
野
直

彦
氏
は
委
員
長
代
理
に
）。　

▽
委
員
長
＝
浅
野
直
人
・

福
岡
大
学
名
誉
教
授
〇
有
村

俊
秀
・
早
稲
田
大
学
政
治
経

済
学
術
院
教
授
▽
石
田
建
一
・

日
本
気
候
リ
ー
ダ
ー
ズ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
共
同
代
表（
積

水
ハ
ウ
ス
常
務
執
行
役
員
）

環
境
省
は
先
月
27
日
、
豊

田
通
商
と
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
が
設
立
し
た

ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス（
東
京
都
港
区
）

が
青
森
県
で
計
画
し
て
い
る

「
小
田
野
沢
風
力
発
電
事
業

更
新
計
画
」（
仮
称
）
に
係

る
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
に

対
す
る
環
境
大
臣
意
見
を
経

済
産
業
大
臣
に
提
出
し
た
。

同
事
業
は
、
同
県
東
通
村

（
事
業
実
施
想
定
区
域
面
積

約
１
７
６
㌶
）
に
設
置
済
み

の
「
ユ
ー
ラ
ス
小
田
野
沢
ウ

イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
」
で
、
設

備
更
新
に
よ
り
最
大
で
総
出

力
１
万
２
９
０
０
㌔
㍗
（
４

３
０
０
㌔
㍗
級
×
３
基
程

度
）
の
発
電
設
備
を
設
置
す

る
も
の
。

環
境
大
臣
意
見
で
は
、
風

力
発
電
設
備
へ
の
衝
突
事
故

や
移
動
経
路
の
阻
害
な
ど
に

よ
る
鳥
類
へ
の
重
大
な
影
響

を
回
避
す
る
た
め
、
専
門
家

等
か
ら
の
助
言
を
踏
ま
え
た

適
切
な
調
査
を
実
施
し
、
鳥

類
へ
の
影
響
を
回
避
ま
た
は

極
力
低
減
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

　

京
都
大
学
環
境
衛
生
工
学

研
究
会
は
先
月
27
、
28
日
、

京
都
市
の
京
都
大
学
百
周
年

時
計
台
記
念
館
で
第
40
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

今
年
は
京
都
大
学
工
学
部
衛

生
工
学
科
創
立
60
周
年
に
当

た
り
、
初
日
に
は
「
未
来
に

向
け
た
環
境
工
学
の
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
（
写
真
）。

60
周
年
記
念
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
松
藤
敏
彦
・
北
海
道

大
学
教
授
、
古
米
弘
明
・
東

京
大
学
教
授
、
高
野
裕
久
・

京
都
大
学
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ

廃
棄
物
、
水
環
境
、
環
境
衛

生
に
関
す
る
現
状
や
課
題
、

将
来
の
研
究
・
教
育
へ
の
展

開
に
つ
い
て
講
演
し
、
そ
の

後
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
環
境
工
学

の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

は
、「
無
批
判
性
を
避
け
、

現
場
を
観
察
す
る
こ
と
が
重

要
」（
松
藤
氏
）、「
社
会
実

装
を
意
識
し
て
研
究
に
励

み
、
社
会
貢
献
で
き
る
成
果

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
強

く
認
識
す
べ
き
」（
古
米
氏
）、

「
環
境
汚
染
は
今
な
お
身
の

周
り
に
あ
り
、
か
く
乱
性
や

高
次
機
能
影
響
、
現
代
病
増

加
と
の
関
連
性
な
ど
新
た
な

展
開
が
不
可
欠
」（
高
野
氏
）

な
ど
の
意
見
が
演
者
か
ら
あ

が
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
廃

棄
物
・
環
境
管
理
、
水

処
理
、
水
質
汚
濁
、
大

気
環
境
、
上
水
道
に
つ

い
て
41
件
の
口
頭
発
表

や
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行

わ
れ
、２
日
目
に
は「
ア

ジ
ア
に
お
け
る
環
境
工

学
：
研
究
と
教
育
の
国

際
展
開
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
開
か
れ
た
。

中
間
整
理
に
よ
る
と
、
自

動
車
に
期
待
さ
れ
る
新
た
な

可
能
性
の
一
つ
が
、
地
球
規

模
の
気
候
変
動
対
策
へ
の
積

極
貢
献
で
あ
り
、
世
界
規
模

で
自
動
車
の
環
境
性
能
の
向

上
に
対
す
る
期
待
と
要
請
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て

い
る
と
強
調
。
ま
た
、
積
極

貢
献
の
鍵
は
電
動
化
に
よ
る

環
境
性
能
向
上
で
あ
り
、
電

動
車
が
内
燃
機
関
の
自
動
車

と
同
等
の
価
格
・
ス
ペ
ッ
ク

を
実
現
す
る
技
術
革
新
が
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
す
る
可
能
性

が
見
え
て
き
た
と
し
て
い

る
。一

方
、
日
本
は
世
界
で
最

も
電
動
化
の
進
ん
だ
国
の
一

つ
で
、
優
れ
た
環
境
性
能
と

顧
客
ニ
ー
ズ
を
両
立
す
る
車

を
開
発
・
販
売
し
、
電
動
車

の
制
度
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
も
い
ち
早
く
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
だ
と
指

摘
。
今
後
も
世
界
を
リ
ー
ド

し
続
け
、
国
内
の
み
な
ら
ず

世
界
規
模
で
の
環
境
問
題
解

決
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

く
べ
き
立
場
に
あ
る
と
強
調

し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
日
本
は
、
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
力

や
経
験
等
を
有
す
る
立
場
と

し
て
、
自
動
車
に
対
す
る
環

境
性
能
向
上
の
世
界
的
要
請

の
高
ま
り
に
応
え
る
た
め
、

温
暖
化
対
策
の
長
期
目
標
タ

イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
50
年
に
向

け
て
「
長
期
ゴ
ー
ル
」
を
掲

げ
、
積
極
的
に
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
と

し
て
い
る
。

長
期
ゴ
ー
ル
で
は
、
１
台

当
た
り
の
温
室
効
果
ガ
ス
を

８
割
程
度
削
減
す
る
こ
と
を

目
指
す
と
し
て
お
り
、
こ

の
水
準
が
達
成
さ
れ
る
場

合
、
乗
用
車
の
電
動
車
（
電

気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
・

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
燃
料

電
池
自
動
車
）
の
比
率
は

１
０
０
％
に
達
す
る
と
想
定

し
て
い
る
。

ま
た
、
自
動
走
行
な
ど
車

の
使
い
方
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
追
求
し
な
が
ら
、
世
界

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
努
力
と

連
動
し
、
地
球
環
境
問
題
の

本
質
的
解
決
に
向
け
た
究
極

の
ゴ
ー
ル
と
し
て
の
世
界
的

な
「Well-to-W

heel Zero 
Emission

」
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
貢
献
す
る
と
し
て
い
る
。

長
期
ゴ
ー
ル
の
実
現
に
向

け
て
は
、
日
本
の
政
府
・
自

動
車
産
業
と
し
て
、
日
本
車

の
世
界
最
高
水
準
の
環
境
性

能
実
現
に
必
要
な
技
術
の
開

発
と
そ
の
普
及
拡
大
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
世
界
各
国
の

政
府
・
産
業
と
も
協
力
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
改
善
と

成
長
と
の
好
循
環
を
生
み
出

す
と
強
調
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
進
め
る
３
つ

の
具
体
策
の
う
ち
、「
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
」
で
は
、
次
世
代
電
動
化

技
術
の
開
発
や
内
燃
機
関
の

脱
炭
素
化
、
自
動
走
行
時
代

を
見
据
え
た
開
発
基
盤
の

構
築
に
向
け
た
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

に
取
り
組
む
。
ま
た
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
課
題
の
解
決
を
目

指
し
た
国
際
協
調
」
で
は
、

「W
ell-to-W

heel Zero
Emission

」
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
方
針
や
考
え
方
の
世
界
発

信
・
共
有
、
電
動
化
政
策

に
関
す
る
国
際
協
調
の
強

化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
電
動
化
対
応
の

支
援
に
取
り
組
む
。さ
ら
に
、

「
ト
ー
タ
ル
の
社
会
シ
ス
テ

ム
の
確
立
」
で
は
、
電
池
社

会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
次
世

代
商
用
車
利
活
用
シ
ス
テ
ム

の
開
発
促
進
、
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
に
向
け
た
電
動

車
の
普
及
加
速
・
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
取
り
組
む
。

会
合
冒
頭
、
中
環
審
に
Ｃ

Ｐ
の
活
用
の
可
能
性
を
諮
問

し
た
中
川
雅
治
環
境
相
は「
今

月
は
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
多

大
な
人
的
・
経
済
的
被
害
が

発
生
し
た
上
、
先
週
は
日
本

各
地
で
記
録
的
な
猛
暑
と

な
っ
た
が
、
世
界
気
象
機
関

（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、
今
回
の
現
象

が
長
期
的
な
温
暖
化
の
傾
向

と
関
係
し
て
い
る
と
い
う
見

解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め

に
も
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
移

行
が
必
要
」
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
「
パ
リ
協
定
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
き
っ
か
け
に
、

世
界
は
脱
炭
素
で
持
続
可
能

な
経
済
・
社
会
に
向
け
て
、

各
国
の
政
府
も
企
業
も
す
で

に
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い
る
」

と
述
べ
、
先
月
27
日
公
表
し

た
環
境
省
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
懇

談
会
の
提
言
に
つ
い
て
「
わ

が
国
の
金
融
業
界
が
脱
炭
素

を
含
む
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環
境
・
社
会
・

企
業
統
治
）
に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
の
必
要

性
が
共
有
さ
れ
た
」
と
紹
介
。

「
炭
素
排
出
に
つ
い
て
、
社
会

の
す
み
ず
み
ま
で
価
格
シ
グ

ナ
ル
を
送
る
こ
と
で
、
あ
ら

ゆ
る
排
出
削
減
の
創
意
工
夫

を
促
す
Ｃ
Ｐ
が
そ
の
有
効
な

手
段
の
一
つ
に
な
る
」
と
強

調
し
た
。「
多
様
な
意
見
が
あ

る
が
、
諸
外
国
は
課
題
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
工
夫
を
し

て
き
た
。
そ
う
し
た
事
例
を

参
考
に
す
れ
ば
、
日
本
で
も

十
分
に
活
用
で
き
る
」
と
、

Ｃ
Ｐ
導
入
へ
の
決
意
を
滲
ま

せ
た
。

★
具
体
的
な
制
度
設
計
へ

今
回
設
置
し
た
中
環
審
小

委
は
24
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
る
。
今
年
３
月
ま
で
開
催

し
た
「
Ｃ
Ｐ
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
で
委
員
を
務

め
た
11
名
の
ほ
か
、
か
ね
て

Ｃ
Ｐ
導
入
に
反
対
の
意
向
を

表
明
し
て
き
た
産
業
界
か
ら

は
根
本
勝
則
・
日
本
経
済
団

体
連
合
会
専
務
理
事
、
廣
江

譲
・
電
気
事
業
連
合
会
副
会

長
、
手
塚
宏
之
・
日
本
鉄
鋼

連
盟
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
委
員

長
ら
が
加
わ
っ
た
。
た
だ
委

員
の
大
半
は
導
入
賛
成
者
だ
。

30
日
の
初
会
合
で
は
ま
ず
、

事
務
局
の
環
境
省
が
脱
炭
素

社
会
へ
向
け
た
世
界
の
動
向

を
紹
介
。
90
年
代
に
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
な
ど
北
欧
３
カ
国
で

炭
素
税
の
導
入
が
進
み
、
２

０
０
０
年
代
に
は
欧
州
で
Ｅ

Ｕ
―
Ｅ
Ｔ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
取
引
制
度
）
や
北
米
で
州

レ
ベ
ル
で
の
Ｃ
Ｐ
制
度
導
入

が
進
展
。
10
年
代
に
入
っ
て

か
ら
は
中
国
全
土
で
の
Ｅ
Ｔ

Ｓ
や
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
な

ど
の
炭
素
税
な
ど
ア
ジ
ア
、

南
米
を
含
む
世
界
中
で
Ｃ
Ｐ

導
入
が
展
開
さ
れ
て
い
る
点

な
ど
を
紹
介
。

浅
野
委
員
長
は
「
こ
れ
ま

で
も
中
環
審
で
Ｃ
Ｐ
を
議
論

し
て
き
た
が
、
抽
象
的
な
話

が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
議

論
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
。委

員
の
河
口
真
理
子
・
大

和
総
研
主
席
研
究
員
や
小
西

雅
子
・
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
自

然
保
護
室
次
長
、
森
澤
充
世
・

Ｃ
Ｄ
Ｐ
事
務
局
ジ
ャ
パ
ン

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ら
は
「
日
本

は
世
界
的
潮
流
に
乗
り
遅
れ

て
い
る
」
と
し
て
、
早
急
な

Ｃ
Ｐ
導
入
を
主
張
し
た
。
高

村
ゆ
か
り
・
名
古
屋
大
学
大

学
院
教
授
も
「
よ
り
少
な
い

排
出
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
高
く
す

る
動
き
が
日
本
の
経
済
界
で

も
出
始
め
た
。
温
暖
化
対
策

の
フ
ェ
ー
ズ
が
変
わ
っ
た
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
低
炭
素
／
環
境
経
営
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ

経
済
産
業
省
の
「
自
動
車
新
時
代
戦
略
会
議
」
は
先
月
24
日
、
中
間
整
理
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
50
年
ま

で
に
世
界
で
供
給
す
る
日
本
車
に
つ
い
て
世
界
最
高
水
準
の
環
境
性
能
を
実
現
す
る
と
し
、
１
台
当
た
り
の
温
室
効
果

ガ
ス
を
10
年
比
で
８
割
程
度
（
乗
用
車
は
９
割
程
度
）
の
削
減
を
目
指
す
「
長
期
ゴ
ー
ル
」
を
掲
げ
て
い
る
。
パ
リ
協

定
の
「
２
℃
シ
ナ
リ
オ
」
を
前
提
と
し
た
環
境
性
能
水
準
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
策
と
し
て
、
今
後
５
年
間
、

①
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
②
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
国
際
協
調
③
ト
ー
タ
ル
の
社
会
シ
ス

テ
ム
の
確
立
―
―
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

環
境
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
環
境
審
議
会
地
球
環
境
部
会
の
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
（
Ｃ
Ｐ
、
炭
素
の
価
格
付
け
）
の
活
用
に
関
す
る
小
委
員
会
」（
委
員
長
＝

浅
野
直
人
・
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
が
先
月
30
日
、
初
会
合
を
開
い
た
。
こ
れ
ま
で
の

有
識
者
会
議
の
委
員
の
ほ
か
、
か
ね
て
Ｃ
Ｐ
導
入
に
反
対
の
意
向
を
表
明
し
て
い
た
経

団
連
、
電
気
事
業
連
合
会
、
鉄
鋼
連
盟
か
ら
３
委
員
も
加
わ
っ
た
。
た
だ
大
半
の
委
員

は
賛
成
論
者
だ
。

（
小
峰
純
）

中
環
審
小
委

委
員
の
大
半
は
賛
成
論
者
で
構
成

「炭素税」「ＣＯ２排取」導入議論が始動

「
世
界
首
長
誓
約
／
日
本
」

の
誓
約
・
登
録
が
１
日
か
ら

始
ま
っ
た
。
世
界
首
長
誓
約

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
や
パ
リ
協
定
の
目
標
達
成

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
自
治

体
の
首
長
が
、
誓
約
書
に
署

名
し
、
行
動
計
画
を
策
定
、

実
施
状
況
を
報
告
す
る
全
世

界
的
な
仕
組
み
。
２
０
０
８

年
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で

始
ま
り
、
日
本
、
北
米
、
南

米
、
イ
ン
ド
、
中
国
・
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
で
立
ち
上
げ
に

向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

誓
約
の
内
容
は
、
①
持
続

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

50
年
ま
で
に
10
年
比
で
８
割
削
減

自動車１台当たりの温室ガス
経産省戦略会議が「長期ゴール」

世
界
最
高
水
準
の
環
境
性
能
実
現
へ

鳥
類
へ
の
影
響
回
避
を

青
森
・
小
田
野
沢
風
力
更
新
ア
セ
ス
で
環境大臣
意　　見

京
大
環
衛
研
が
シ
ン
ポ

「
世
界
首
長
誓
約
／
日
本
」

60
周
年
記
念
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

１
日
か
ら
誓
約
・
登
録
開
始

Ｃ
Ｐ
導
入
に
反
対
の
産
業
界
委
員
も
参
加
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